
研究に必要な文献検索法



何と言ってもインターネット

➢ google scholar （日本語サイトなら 日本の論文を検索）

➢PubMed （北米を中心とした英語医学論文を検索）

➢医中誌 （日本の医学論文を検索）

➢J-stage（国内すべての学術誌を網羅予定）

図書館の佐藤さんに聞こう



価値観

• 被引用件数が高い＞有力な研究＞インパクトファクターの高い雑誌
に掲載された研究

• 検索件数が高い（上位）＞有名な研究>検索上位

• 確かな著者の研究＞頑健性のある研究＞口コミ

• 名声の高い研究チーム、大学の研究＞環境の整った規模が保証され
た研究＞口コミ、目にするもの

• 新人だが鋭い研究＞将来性のある研究＞学会で賞など受賞



検索ウィンドウに検索語をスペースで入力
まず2語から せめて3語くらいで絞る

例 理学療法 予後予測

例 脳卒中 予後予測

例 動作分析 片麻痺

例 立ち上がり動作 理学療法

例 理学療法 徒手療法 エビデンス

例 テニス肘 最短 回復

例 競技復帰 予測 検査 理学療法



検索の流れ
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検索の流れ 卒研で要求されるミニマム
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レビュー（CQの回答の傾向）



google scholar
















